
������������	
��������������������������� !"#$%&�'( )��*+,-./01-,/23456789:;<-=>?@7A@BCDEF-GHIJKL-8>?@M:;N5O��GPQR7SQTU0VWUXDEBYZISQ[\7]9FCZ^_NG`a<MWbBCDGHIcde9fOOCD��ghB2ij7VWeSQ2eDE� �kl<mnoeN�kJKLmnoeNpqrL3s��tuvwxyz'{��|�}�~��������� ��r���I,?�@U�45���E��|��������� �qr��NG./���-��0��5�@2e�G7I���@0��.��-?@UX�I� l-��0¡B��>E¢£¤¥¦§0./���-� l- ©̈ª«78¬�G*+,®ZĪ °±-A@²³7´µ�D¬¶·B��CDE��t¸��'¹��pJKL0*+,ºQ»M¼½¾2�D¿ÀUÁ´N5>Â�s��ÃÄ�ÅÆÇÈÉÊËÌÉÍÎ�ÏÐÑÒ�����.��ÓUI�ÔÕÖ�-f-×ØÙÚMÛÜ�DÝ-EÞß0JN9e>7IàáCe>âªã-?@2ä��å5æç�GèÝ=F�E���>é>éeÕê7X�ëD7Iìíe�fM��î��ï��ð��ñ��òó��2�>5Iôõö÷Uø��D-73ùú:�����>é�E��GNIFC0��î��7�.-2O-�UX�I��î��7�.-2O0�U���D	W7XDpG2�
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2021年度 東京工業大学 数学 
 

質の高い問題の経験量と長い計算を正確に解ききる緻密さが明暗を分ける！ 
 

東工大の数学は他の大学と比べて質が高く考察量の多い問題が出題される。そのため，難易度の高い問題を考察してき

た経験値が試験場では重要である。さらに，試験時間が長くそれに相応した計算量を要求されるため，ミスなく解ききれる

正確さと体力が重要な試験となる。 

＊分量：変化なし ＊難易度：やや難化（昨年度比） 

■概要（180 分） 

＊ 出題・解答の形式 

・ 例年どおり，大問 5題ですべて記述式。 

＊ 特記事項 

・ ここ数年，易化，難化を繰り返しており，2021年度はやや難化したが，東工大としては標準的な難易度である。年 

度によってはその年度の一般的な数学入試の中では最上位層に位置する分量と難易度となることがある。 

・ 例年は数学 IIIからの出題が 3題程度と，数学 III重視の色が鮮明であるが，今年度は 2題しかなかった。 

 

■各問の分析（難易度は東工大受験生を母集団とする基準で判定しています） 

第１問：数列 [やや易] 

数列の和の評価に関する問題。桁数ごとに分けて，各桁の最大の数で評価を行い和をとるという方針でよく，方針を立

てるのも難しくはない。 

第２問：2 次曲線 [標準] 

平行条件，垂直条件を考える問題だが，対称性や図形的考察によって見通しを立てるのは難しくない。露術の仕方に

注意が必要だろう。 

第３問：整数 [やや難] 

(3)の難易度が少し高い。𝑛 ≥ 4のときに，𝑎𝑛を書き下して積の形に直して素数にならないことを論述するところの発想が

難しいだろう。 

第４問：ベクトル，空間図形 [やや難] 

球面上を自由に動く点に関する問題。(1)はただの計算だが，(2)は式の見方と図形的な考察（直観力）が要求され，難

易度は高めといえるだろう。 

第５問：微分法，積分法 [やや難] 

(1)は考え方の誘導で，急所は(2)。高次不等式の成立条件にもち込むわけだが，その辺りの処理と論述に気を遣う問

題。(3)はただの計算問題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■合否の分かれ目 

 今回のセットであれば，比較的解きやすい第１問，第 2問を完答したい。また，１問あたり 30分以上と時間はたっぷりあ

るので，あとは第 3問から第 5問のうち得意な分野からの加点や部分点も合わせて全体で６割程度の得点が得られれば

十分合格ラインに到達したといえるだろう。 

 

■東工大数学の要求 

① 微積分重視の出題。 

  数学 IIIの割合が高く，とくに微積分は頻出である。総じて数式処理力や計算力を必要とする問題が多いので，普段

の問題演習に取り組むときから，計算が煩雑な問題であっても自力で最後まで解ききることが大切である。 

 

② 整数・確率。 

 近年では，整数・確率からの出題が増えている。昔は整数・確率といえば難易度の高い問題が出題されていたが，近年

ではやや易～標準レベルの出題が多く，完答できる力が要求される。 

 

③ 過去問演習の徹底。 

 東工大の特徴の 1つに，「過去問の類題の出題」，「有名性質を背景とする出題」が多いということが挙げられる。近年で

は，2016年度第４問が 2011年度東工大ＡＯ入試問題の改題であった。こういった問題は経験していると非常に有利とな

るため，東工大や他大学のやや難しめの過去問に取り組んで経験を積んでおくとよいだろう。 

 

■東工大数学攻略のために 

基礎力の完成 

 まずは基本事項の定着が大切。苦手分野があれば，受験生の夏頃までに克服しておこう。とくに，近年の東工大でよく

出ている整数・確率は苦手とする人が多いので要注意。また，東工大頻出の数学 IIIは演習が不足しがちなので意識して

演習を積んでおくこと。 

 

レベル UP 

 基本事項の定着が終わったら，本格的な実戦演習に入ろう。煩雑な数式の処理や，図形的なものの見方，整数問題の

論理的な記述の仕方，数学 III特有の方針の立て方など，東工大合格に必要な力を鍛えよう。 

 

東工大レベルの演習 

 直前期は，東工大入試に即応した演習で総仕上げをするのがオススメ。長い試験時間や膨大な計算量に耐え

られるよう，本番を想定した演習で当日に備えよう。もちろん過去問演習も忘れずに行いたい。また，論証力

が必要な問題も出題されるので，普段から答案の書き方に注意したい。 
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2020年度 東京工業大学 数学 
 

質の高い問題の経験量と長い計算を正確に解ききる緻密さが明暗を分ける！ 
 

東工大の数学は他の大学と比べて質が高く考察量の多い問題が出題される。そのため，難易度の高い問題を考察してき

た経験値が試験場では重要である。さらに，試験時間が長くそれに相応した計算量を要求されるため，ミスなく解ききれる

正確さと体力が重要な試験となる。 

＊分量：変化なし ＊難易度：やや易化（昨年度比） 

■概要（180分） 

＊ 出題・解答の形式 

・ 例年どおり，大問 5題ですべて記述式。 

＊ 特記事項 

・ ここ数年，易化，難化を繰り返しており，2020年度はやや易化したが，東工大としては標準的な難易度である。年 

度によってはその年度の一般的な数学入試の中では最上位層に位置する分量と難易度となることがある。 

・ 数学 IIIからの出題が 3題あり，数学 III重視の色が鮮明である。 

・ 2013年度以降は 5問構成である。また，2012年度，2013年度には独立した中問 2つで構成された大問があった 

が， 2014年度以降は出題されていない。 

 

■各問の分析（難易度は東工大受験生を母集団とする基準で判定しています） 

第１問：整数，2次関数 [やや易] 

2 次関数を題材とした整数問題で，論証力が問われる。問題文であえて「3 を法として 2 に合同である正の整数」という

教科書発展事項の表現を用いる，実験をして方針を探るなど，「知的好奇心や探求心」がある学生を選抜したいという意

思を感じる出題である。東工大受験生としては，本問は落とせないであろう。 

第２問：複素数平面 [標準] 

複素数平面上の正三角形を題材とした図形問題。(1)は教科書傍用問題集でも見受けられる問題であり，これは得点し

たい。差がつくのは(2)であり，複素数の式変形に慣れていることを前提として，見通しを立てて変形していかないと計算

が煩雑になる。処理や設定の仕方などできるだけ手間がかからないような工夫ができたかどうかで差がついただろう。 

第３問：空間図形，平面図形 [やや難] 

座標空間内の平面上の 4 点が同一円周上にあるための必要十分条件を考察する問題。(1)は座標空間内の平面と線

分の交点の座標を求める問題であり，基本レベル。(2)は同一円周上にあるための条件の立て方で大きく差がつく。でき

るだけ図形情報を引き出せるかで処理量が大きく変わり，(1)にも関連するが，たとえば 3 点 P，T，Q が同一直線上にあ

ることを見抜いた上で，考察していきたいところ。 

第４問：積分法（数学 III），回転体の体積 [標準] 

座標平面上の図形の回転体の体積を求める問題。ただし，回転軸は座標軸に平行でない直線を扱っている。丁寧な誘

導がついているので，未経験の受験生でも充分対応できるが，問題演習で経験がある人は有利だったと思われる。ただ

し，知識があることが大事ではなく，置換積分や積分と体積の関係など基本を押さえているかどうかを試すことが出題意

図と思われるので，ある程度の論述が必要である。(1)は得点でき，(2)で差がついたであろう。 

第５問：数列の極限，積分法（数学 III） [やや難] 

定積分で表された数列を題材に，極限を考察する論証問題。(1)は漸化式を導く問題であり，これは落とせない。(2)も東

工大受験生はとりたい問題である。(3)，(4)はやや難易度が高く，極限値の存在に関して，細かな議論が求められる。(2)

以降では，(1)の漸化式の利用の仕方や極限値に関わる項がみえるかどうかがカギになる。 
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■合否の分かれ目 

 今回のセットであれば，比較的解きやすい第１問を完答したい。また，１問あたり 30分以上と時間はたっぷりあるので，

東工大受験生であれば２，３，４のいずれか２題は完答しておきたいところ。また，その他の問題での部分点も合わせて全

体で６割程度の得点が得られれば十分合格ラインに到達したといえるだろう。 

 

■東工大数学の要求 

① 微積分重視の出題。 

  数学 IIIの割合が高く，とくに微積分は頻出である。2020年度は 5問中 3問に数学Ⅲの内容が含まれ，そのうち第４

問，第５問が微積分からの出題であった。総じて数式処理力や計算力を必要とする問題が多いので，普段の問題演習に

取り組むときから，計算が煩雑な問題であっても自力で最後まで解ききることが大切である。 

 

② 整数・確率。 

 2020年度の第１問のように，近年では，整数・確率からの出題が増えている。昔は整数・確率といえば難易度の高い問

題が出題されていたが，近年ではやや易～標準レベルの出題が多く，完答できる力が要求される。 

 

③ 過去問演習の徹底。 

 東工大の特徴の 1つに，「過去問の類題の出題」，「有名性質を背景とする出題」が多いということが挙げられる。近年で

は，2016年度第４問が 2011年度東工大ＡＯ入試問題の改題であった。こういった問題は経験していると非常に有利とな

るため，東工大や他大学のやや難しめの過去問に取り組んで経験を積んでおくとよいだろう。 

 

■東工大数学攻略のために 

基礎力の完成 

 まずは基本事項の定着が大切。苦手分野があれば，受験生の夏頃までに克服しておこう。とくに，近年の東工大でよく

出ている整数・確率は苦手とする人が多いので要注意。また，東工大頻出の数学 IIIは演習が不足しがちなので意識して

演習を積んでおくこと。 

 

レベル UP 

 基本事項の定着が終わったら，本格的な実戦演習に入ろう。煩雑な数式の処理や，図形的なものの見方，整数問題の

論理的な記述の仕方，数学 III特有の方針の立て方など，東工大合格に必要な力を鍛えよう。 

 

東工大レベルの演習 

 直前期は，東工大入試に即応した演習で総仕上げをするのがオススメ。長い試験時間や膨大な計算量に耐え

られるよう，本番を想定した演習で当日に備えよう。もちろん過去問演習も忘れずに行いたい。また，論証力

が必要な問題も出題されるので，普段から答案の書き方に注意したい。 


